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第５期　中間決算概要資料

２００９年度中間期（2009年9月期）
　



１．１． 20092009年度中間期の主な取り組みの概要年度中間期の主な取り組みの概要

お客さまの“安全・安心”を第一に、より“快適”に、より“便利”に高速道路をご利用
いただけるよう業務を実施しています

政府の経済対策による高速道路の料金割引を円滑に実施し

ました。
　・休日特別割引（地方部上限 1,000円）等を実施し、多くのお客さまにご利用いただきました。

　　　・GW、お盆時期等の混雑対策・安全対策を確実に実施しました。

高速道路の建設を着実に進め早期開通に努めました。
　　　・日本海東北自動車道等を予定より早期に開通しました。
　　　・約21kmを新規開通し、営業延長は3,502kmとなりました。

SA・PAのお客さまサービスの向上に取り組みました。
　・商業施設の新しいブランド「Pasar（パサール）」などのサービスを提供しています。

政府の経済対策による高速道路の料金割引を円滑に実施し

ました。
　・休日特別割引（地方部上限 1,000円）等を実施し、多くのお客さまにご利用いただきました。

　　　・GW、お盆時期等の混雑対策・安全対策を確実に実施しました。

高速道路の建設を着実に進め早期開通に努めました。
　　　・日本海東北自動車道等を予定より早期に開通しました。
　　　・約21kmを新規開通し、営業延長は3,502kmとなりました。

SA・PAのお客さまサービスの向上に取り組みました。
　・商業施設の新しいブランド「Pasar（パサール）」などのサービスを提供しています。

注）当資料は、億円未満を切り捨てて表示しています。

－１－



２．高速道路の料金割引きを円滑に実施しました。２．高速道路の料金割引きを円滑に実施しました。
＜単体ベース＞

◎料金収入等は２，９７７億円を計上

料金収入等は、景気悪化のなか、休日特別割引等の実施や燃料価格の下落等により、交通量（走行
台キロ）が15.2％増加した一方、割引きサービスを多くのお客様にご利用いただいた結果、割引額が　
　1，766億円（+121.6％）となり、前年同期に対し556億円（▲15.8％）の減収となりました。

料金収入等は、景気悪化のなか、休日特別割引等の実施や燃料価格の下落等により、交通量（走行
台キロ）が15.2％増加した一方、割引きサービスを多くのお客様にご利用いただいた結果、割引額が　
　1，766億円（+121.6％）となり、前年同期に対し556億円（▲15.8％）の減収となりました。

◎道路資産賃借料と管理費用計２，９０６億円を計上

管理費用は、お客様に安全・安心・快適にご利用
いただくための補修工事の早期実施、休日特別割引
等の実施に伴う混雑緩和・安全対策等により、前年
同期に対し20億円（+2.8％）増加しました。

道路資産賃借料は、休日特別割引等の実施に伴
い、高速道路機構との協定を変更したことから、前年
同期に対し571億円（▲21.1％）減少しました。

管理費用は、お客様に安全・安心・快適にご利用
いただくための補修工事の早期実施、休日特別割引
等の実施に伴う混雑緩和・安全対策等により、前年
同期に対し20億円（+2.8％）増加しました。

道路資産賃借料は、休日特別割引等の実施に伴
い、高速道路機構との協定を変更したことから、前年
同期に対し571億円（▲21.1％）減少しました。

－２－

２００８年度中間 ２００９年度中間

料金収入等 ３,５３３ ２,９７７

道路資産賃借料 ２,７１１ ２,１３９

管理費用 ７４５ ７６６

営業利益 ７６ ７０

（単位：億円）

※機構：独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構
※料金収入等には、その他の売上高が含まれています。



３．道路事業の営業利益は前期とほぼ同額となりました。３．道路事業の営業利益は前期とほぼ同額となりました。

営業収益営業収益

＜単体ベース＞

営業費用営業費用

営業利益営業利益

＜連結ベース＞

３,５４３億円３,５４３億円 ３,５７１億円３,５７１億円

３,４７３億円３,４７３億円

　７０億円　７０億円

３,４９０億円３,４９０億円

８０億円８０億円

〔3,901億円〕

〔　 76億円〕

〔3,853億円〕〔3,825億円〕

〔3,936億円〕

〔　 82億円〕

【道路事業】

※　〔　〕書きは昨年度中間期の数字。

※　営業収益には道路資産完成高、営業費用には道路資産完成原価（ともに当期は５６６億円）を含んでいます。

※　＜連結ベース＞の営業収益のうち、「外部顧客に対する売上高」は、3，553億円となっています。

－３－



　　４．ＳＡ・ＰＡ事業は、お客様の増加により増収となりました。４．ＳＡ・ＰＡ事業は、お客様の増加により増収となりました。

【関連事業】 ＜単体ベース＞ ＜連結ベース＞

営業収益営業収益 　１７０億円　１７０億円 〔188億円〕 　３０８億円　３０８億円 〔256億円〕

営業費用営業費用

営業利益営業利益

【うちSA･PA事業】

営業収益営業収益

営業費用営業費用

営業利益営業利益

　１３８億円　１３８億円

　　３２億円　　３２億円

　　５９億円　　５９億円

　　３１億円　　３１億円

　　２７億円　　２７億円

　２５３億円　２５３億円

　　５４億円　　５４億円

　１９６億円　１９６億円

　１４６億円　１４６億円

　　５０億円　　５０億円

〔167億円〕

〔21億円〕

〔54億円〕

〔３２億円〕

〔22億円〕

〔220億円〕

〔35億円〕

〔122億円〕

〔85億円〕

〔36億円〕

＜単体ベース＞ ＜連結ベース＞

※　〔　〕書きは昨年度中間期の数字。
　　　関連事業には、SA･PA事業のほか、国や地方公共団体からの受託事業その他関連事業を含んでいます。

－４－



　　５．経営状況の総括５．経営状況の総括

＜単体ベース＞ ＜連結ベース＞

中間純利益中間純利益

経常利益経常利益

営業利益営業利益 １０２億円
１０２億円

１３５億円
１３５億円

１０５億円〔１０５億円〕１０５億円〔１０５億円〕 １４８億円〔１３４億円〕１４８億円〔１３４億円〕

　５９億円〔　５６億円〕　５９億円〔　５６億円〕 　８７億円〔 ７５億円〕　８７億円〔 ７５億円〕

道路事業道路事業 関連事業関連事業

【全事業】

営業収益 　営業費用営業収益 　営業費用 3,714億円 3,611億円

〔4,090億円〕〔3,993億円〕

3,714億円 3,611億円

〔4,090億円〕〔3,993億円〕

3,861億円 3,725億円

〔4,179億円〕〔4,060億円〕

3,861億円 3,725億円

〔4,179億円〕〔4,060億円〕

※　〔　〕書きは昨年度中間期の数字。

〔９７億円〕 〔１１８億円〕
70億円
〔76億円〕

32億円
〔21億円〕

　80億円
〔82億円〕

　54億円
　 〔35億円〕

※　営業収益には道路資産完成高、営業費用には道路資産完成原価（ともに当期は５６６億円）を含んでいます。

※　連結ベースの営業収益及び営業費用は、P3、P4の各部門の数字を合計したものから、セグメント間の取引として１８
億円分を消去したものですので、単純な合計額とは一致しません。

－５－



６．資産・負債の構造６．資産・負債の構造
＜単体ベース＞

道路建設のための固定負債が、仕掛道路資産に対応しています。

3
1,378

純資産

1,345流動負債

4,831固定負債

3,892

3,192
700

(道路建設関係社債）

(道路建設関係長期借入金）

【負債・純資産】 ７,５５５億円

流動資産 5,240

仕掛道路資産

3,673

2,310固定資産

繰延資産 5

【資　　　　産】 ７,５５５億円

－６－



　　　　　７７．連結対象の子会社・関連会社について．連結対象の子会社・関連会社について

NEXCO東日本グループ一体となってコラボ（協働）体制を構築し、グループ企業
価値の最大化を目指します。

連結子会社 持分法適用関連会社

１８社　１８社　 ７社　７社　

【連結子会社 】

㈱ネクスコ・トール東北

㈱ネクスコ・トール関東

㈱ネクスコ･トール北関東

㈱ネクスコ・エンジニアリング北海道

㈱ネクスコ・エンジニアリング東北

㈱ネクスコ東日本エンジニアリング

㈱ネクスコ・エンジニアリング新潟

㈱ネクスコ・メンテナンス北海道

㈱ネクスコ・メンテナンス東北

㈱ネクスコ・メンテナンス関東

【 連結子会社 】

㈱ネクスコ・トール東北

㈱ネクスコ・トール関東

㈱ネクスコ･トール北関東

㈱ネクスコ・エンジニアリング北海道

㈱ネクスコ・エンジニアリング東北

㈱ネクスコ東日本エンジニアリング

㈱ネクスコ・エンジニアリング新潟

㈱ネクスコ・メンテナンス北海道

㈱ネクスコ・メンテナンス東北

㈱ネクスコ・メンテナンス関東

㈱ネクスコ・メンテナンス新潟

㈱ネクスコ東日本パトロール

㈱E-NEXCOパトロール

㈱ネクスコ・サポート北海道

㈱ネクスコ東日本トラスティ　

ネクセリア東日本㈱

㈱ネクスコ東日本エリアサポート

㈱ネクスコ東日本リテイル　

㈱ネクスコ・メンテナンス新潟

㈱ネクスコ東日本パトロール

㈱E-NEXCOパトロール

㈱ネクスコ・サポート北海道

㈱ネクスコ東日本トラスティ　

ネクセリア東日本㈱

㈱ネクスコ東日本エリアサポート

㈱ネクスコ東日本リテイル　

【 持分法適用関連会社 】

㈱ＮＥＸＣＯシステムズ

㈱高速道路総合技術研究所

東京湾横断道路㈱

東北高速道路ターミナル㈱

㈱ＮＥＸＣＯ保険サービス

ハイウェイ・トール・システム㈱

奥羽道路サービス㈱

【 持分法適用関連会社 】

㈱ＮＥＸＣＯシステムズ

㈱高速道路総合技術研究所

東京湾横断道路㈱

東北高速道路ターミナル㈱

㈱ＮＥＸＣＯ保険サービス

ハイウェイ・トール・システム㈱

奥羽道路サービス㈱

＊ネクスコ・トール○○とは、料金収受業務を担う会社の名称。

＊ネクスコ・エンジニアリング○○とは、保全点検業務を担う会社の名称。

＊ネクスコ・メンテナンス○○とは、維持修繕業務を担う会社の名称。

－７－



　　　8. 8. 年度損益の見通しについて年度損益の見通しについて

２００９年度は単体で２３億円、連結で４７億円の利益を見込んでいます。２００９年度は単体で２３億円、連結で４７億円の利益を見込んでいます。

•高速道路事業の営業利益は当中間期に70億円を計上しましたが、通期では2億円になる
と予想しています。これは冬期における交通確保のための雪氷対策等及び維持修繕関係
の工事の多くが下半期に完成することにより、費用は下半期の方が多く出る反面、夏期の
方が天候や長期休暇の関係で料金収入が多く、収益は上半期の方が多く出ることによりま
す。

－８－

単体ベース 連結ベース

【高速道路事業】

営業利益 ２ ２

【関連事業】 営業収益 ４０４ ６５７

営業利益 ３３ ５６

【全事業】 営業収益 ７，８５７ ８，１１０

営業利益 ３６ ５８

経常利益 ４０ ８３

営業収益 ７，４５３ ７，４５３

４７当期純利益 ２３

（単位：億円）

◇2009年度の見込みは、当社が現時点で合理的と判断する一定の前提に基づいており、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業
績は様々な要素により、上記の見込値と異なる可能性があることをご承知おき下さい。





◎個別貸借対照表、損益計算書（要約版）
［資料－１］

（単位　億円･切捨）【貸借対照表】

区分 金　額 区分 金　額

仕掛道路資産 3,673 未払金 615

その他の流動資産 1,567 その他の流動負債 730

（流動資産計） 5,240 （流動負債計） 1,345

有形固定資産 2,060 道路建設関係社債 3,192

無形固定資産 73 道路建設関係長期借入金 700

投資その他の資産 175 その他の固定負債 938

（固定資産計） 2,310 （固定負債計） 4,831

（繰延資産計） 5 （負債合計） 6,177

資本金 525

資本剰余金 587

利益剰余金 265

（純資産合計） 1,378

（資産合計） 7,555 （負債純資産合計） 7,555

（単位　億円・切捨）【損益計算書】

区分 金額

高速道路営業収益 3,543

　料金収入等 2,977

　道路資産完成高 566

高速道路営業費用 3,473

　道路資産賃借料 2,139

　管理費用 766

　道路資産完成原価 566

高速道路事業営業利益 70

関連事業収益 170

関連事業費用 138

関連事業営業利益 32

（営業利益） 102

営業外収益 6

営業外費用 3

（経常利益） 105

特別利益 6

特別損失 0

（税引前中間純利益） 111

法人税等 52

（中間純利益） 59

－資料１－



◎連結貸借対照表、損益計算書（要約版）
［資料－２］

（単位　億円・切捨） （単位　億円・切捨）【連結損益計算書】

区分 金額

高速道路事業

　営業収益 3,571

　営業利益 80

関連事業

　営業収益 308

　営業利益 54

消去又は全社

　営業収益 -18

　営業利益 -0

全事業

　営業収益 3,861

　営業利益 135

営業外収益 16

営業外費用 4

（経常利益） 148

特別利益 6

特別損失 0

（税金等調整前中間純利益） 154

法人税等（法人税等調整額を含む） 67

（中間純利益） 87

【連結貸借対照表】

区　分 金　額 区　分 金　額

仕掛道路資産 3,665 未払金 575

その他の流動資産 1,641 その他の流動負債 643

（流動資産計） 5,307 （流動負債計） 1,219

有形固定資産 2,110 道路建設関係社債 3,192

無形固定資産 78 道路建設関係長期借入金 700

投資その他の資産 240 その他の固定負債 1,099

（固定資産計） 2,429 （固定負債計） 4,992

（繰延資産計） 5 （負債合計） 6,211

資本金 525

資本剰余金 587

利益剰余金 418

評価・換算差額等 -0

（純資産合計） 1,530

（資産合計） 7,742 （負債純資産合計） 7,742

－資料２－



トピックス〔トピックス〔20092009年度中間期の主な取り組み　道路管理①年度中間期の主な取り組み　道路管理① 〕〕

［資料－３］料金割引に伴う交通混雑対策について、確実に実施

○速度回復情報の提供による呼びかけ

○トンネル照明の照度アップによる速度低下の抑制

○大型優先駐車マスの確保　　　　○仮設トイレの配置　　　　

○駐車場整理員の配置　　　　

○渋滞後尾への追突注意喚起　　　　

各混雑対策（対前年同期比）

1.2

2.2

2.8

3.1

1.5

1.8

5.3

2.1

0 1 2 3 4 5 6

営業施設の営業時間の延長

清掃作業員の配置

仮設トイレの設置

大型車優先駐車マスの確保

駐車場整理員の配置

交通管理隊の増員

渋滞後尾での標識車等による後
尾警戒

ﾄﾝﾈﾙ照明の照度アップによる
速度低下の抑制

速度回復情報の提供により渋滞
緩和の呼びかけ

（倍）

（前年実績なし）

Ｈ21　お盆時期の交通混雑対策

－資料３－①－



トピックス〔トピックス〔20092009年度中間期の主な取り組み　道路管理②年度中間期の主な取り組み　道路管理② 〕〕

「安全・安心・快適」な高速道路空間の提供

【交通安全対策】

コンクリート剥落対策工事

橋梁の耐震補強工事

【耐震補強対策】
高機能舗装の施工

強化型防護柵（中央分離帯）

従来舗装 高機能舗装

【橋梁の補修工事】

－資料３－②－



20092009年度中間期年度中間期の主な取り組み　高速道路建設の主な取り組み　高速道路建設

○高速道路の新規開通○高速道路の新規開通
　・平成　・平成2121年年77月月1818日　日本海東北自動車道　中条ＩＣ～荒川胎内ＩＣ（日　日本海東北自動車道　中条ＩＣ～荒川胎内ＩＣ（9.79.7㎞）㎞）
　・平成　・平成2121年年99月月1212日　常磐自動車道　山元ＩＣ～亘理ＩＣ（日　常磐自動車道　山元ＩＣ～亘理ＩＣ（11.511.5㎞）　㎞）　
　　上記２路線については、予定よりも早期に開通することができました。上記２路線については、予定よりも早期に開通することができました。　　
　　　日本海東北自動車道（中条ＩＣ～荒川胎内ＩＣ）⇒　　　　日本海東北自動車道（中条ＩＣ～荒川胎内ＩＣ）⇒　 22ヶ月前倒し　ヶ月前倒し　
　　　常磐自動車道（山元ＩＣ～亘理ＩＣ）　　　常磐自動車道（山元ＩＣ～亘理ＩＣ） ⇒　⇒　1212ヶ月前倒しヶ月前倒し

【期待される整備効果】【期待される整備効果】
・・交通ネットワークの向上に伴う移動時間（走行時間）の短縮。交通ネットワークの向上に伴う移動時間（走行時間）の短縮。
・・第三次救急医療機関への搬送時間の短縮に伴う医療環境の向上。第三次救急医療機関への搬送時間の短縮に伴う医療環境の向上。
・並行する一般道の渋滞緩和に伴う沿道地域の環境改善（・並行する一般道の渋滞緩和に伴う沿道地域の環境改善（CO2CO2排出量等の減少）。排出量等の減少）。

【開通実績】【開通実績】

日本海東北自動車道日本海東北自動車道
中条中条ICIC～～荒川胎内荒川胎内ICIC 常磐自動車道常磐自動車道

　山元　山元ICIC～～亘理亘理ICIC

【開通区間】
山元IC～亘理IC

亘理町逢隈付近の状況亘理町逢隈付近の状況

国道国道66号阿武隈橋付近の状況号阿武隈橋付近の状況

常磐自動車道（山元～亘理）の開通により、並行する国道常磐自動車道（山元～亘理）の開通により、並行する国道66号の交通が高速に転換す号の交通が高速に転換す
ることで、亘理市街地の朝夕の通勤等による慢性的な渋滞の緩和が期待されます。ることで、亘理市街地の朝夕の通勤等による慢性的な渋滞の緩和が期待されます。

凡例凡例

－資料３－③－



トピックス〔トピックス〔20092009年度中間期の主な取り組み　休憩施設〕年度中間期の主な取り組み　休憩施設〕

ＳＡＰＡのお客様サービスの向上

Pasar（パサール）の展開
　SAPAを「あるから利用する施設」か
ら「進んで利用したくなる施設」へ転換
していくため、「Pasar（パサール）」
というブランドで「高速道路型の商業施
設」を展開

第２弾　東北道　Pasar羽生（下り線）平成21年11月18日OPEN

関越道　Pasar三芳（上り線）東北道　Pasar羽生（下り線）

第３弾　関越道　Pasar三芳（上り線）平成21年12月16日OPEN

第１弾　京葉道路　Pasar幕張（上下線）に続き、

ドラマチックエリアの展開

　それぞれの地域にふさわしい「旅のド
ラマ」を演出する「ドラマチックエリア
」を展開

上信越道　横川SA（上り線） 関越道　赤城高原SA（下り線）

上信越道　横川SA（上り線）平成21年3月26日OPEN
関越道　赤城高原SA（下り線）平成21年7月24日OPEN

 

－資料３－④－


